特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年7月25 日470号
南山城水害60周年連続講演会　最終回　
天ケ瀬ダム研修室　22名の参加で充実した議論　　暑さも厳しい中、交通アクセスも大変不便な会場にも関わらず22名もの皆さんに御参集いただきました。これまで開催してきた内で最も集まりにくい会場でした。中には宇治駅からタクシーでお越しいただいた方も数人おられました。
開会時間前に国交省のダム統一管理所から借用の「天ケ瀬ダムの建設」のビデオの上映の前半を行いました。開会セレモニーでは、深田理事長の開会のあいさつ、山村常務理事から日程説明と連続講演会開催の目的の話があり、梅原孝・志津川区長による昨年の志津川決壊による被災状況と後日の調査で判明した事例や行政の市民への嘘をつかない等の姿勢が求められていると報告されました。休憩後木津川出張所の合田雅英所長から流域面積は日本一広いのが天ケ瀬ダムで、堰堤の最上部では温度差によって1ｃｍぐらいの差動があるなどについて講義がありました。終わりに参加者全員が感想と意見を述べ合い、学習会など意見の交流ができる現場での話し合える場所の設定を期待して散会しました。
連続講演会　合計92名の参加　　
今回は南山城大水害60周年にあたる今年、里山の会が総力を挙げて計画してきた取組で、初回は、自治体段階での体験談、二日目は京都府段階の体験を、三日目には教訓を国段階でどのように生かして来たのか等、明確になればと思って計画実施してきた。どこの会場も地元の体験者がおられて、体験を通じて水災害の恐ろしさを体験者にしか分からないお話を聞かせいただきました。１、避難して助かった場合には災害が連続して発生するものなので、忘れ物や心残りの品物等を取りに戻ってはならない、特に助かった命を大切にすべきだと強く語れました。２、二日目には想定を超える災害は起こりうるものである。そして、当時の記録残しておける最後の機会であり、そのチャンスでもある。記録を後世に伝えるためにもこの時期を逃がしてはならない。3、三日目には多くの意見が発言された。良い会議だった。意見が各人の立場の違いからの発言があって大変有意義であった。こうして場が必要だ。今後もっと多くの立場の人が参集する機会を持って、本日のような取組がほしいといった意見がありました。
木津川カヌーの日　最終日16日分　締め切る　　
参加申し込みを受け付け開始から2週間目で16日の毛馬の閘門を超えて中之島へのコースは満杯になりました。初日から三日目までの受け付けはそれぞれ間もなく締め切らなければならないのではないかと思います。木津川の笠置から4日間で大阪まで一気に下る企画は、そんなに見られないのではないかと思います。参加を希望の方、大至急お申し込みくださいね。
カヌーの日昼食場所などでの歓迎の取り組みなどは大歓迎　
（あくまで予定時刻です　風向き水流及び天候に影響され、変更アリ）
歓迎地予定時刻　《8日》加茂大橋13時　泉大橋15時　《14日》開橋11時　玉水橋11時30分　山城大橋12時　京奈和橋14時　流れ橋15時　《15日》御幸橋11時　樟葉　14時　枚方15時　　《16日》枚方大橋10時　　淀川新橋11時　鳥飼仁和寺大橋　鳥飼大橋12時00分　豊郷大橋　菅原城北大橋　　毛馬閘門13時　14時毛馬橋　　源八橋　　桜の宮橋　　川崎橋　天満橋15時　　天神橋　ばら苑　難波橋　
里山農園　100円コーナ　4500円が投入　過去最高　　
この日は予想を超える大量の収穫がありました。コーナに並べてみましたが、あふれんばかりで、こぼれおちる物もありました。これだけの品物を買い上げていただけるのかと不安でしたが、何と夕方には全部売り切れていました。御近所の皆さんは並べるが早いかトマトが一番早く売り切れでした。お話を聞くととにかくみずみずしく新鮮味が味わえ、本当においしいとのことです。当番の人は6時前に勢揃いして摘み取ります。その場で販売用の小袋に入れますので、まさに採集したて、採りたてそのものです。産地直送そのものです。農園では農薬をほとんど使用せずに栽培しています。
近畿水辺環境交流会　27日　福知山　
近畿各地で活躍している諸団体が域内の河川を舞台に年間活動の報告や交流の場として開催されています。昨年は兵庫県の宝塚市での開催でした。今年は京都府の福知山市です。里山の会はこれまで数回活動発表を行ってきました。近畿子どもの水辺交流会に参加され江いる団体もかなり出席されており、お互いに交流の場として有意義な取組です。播川副理事長や日下さん　山村が参加します。
労務提供の提出　
認定ＮＰＯへの申請には会計面の充実改善が何より必要です。本会は専従者は皆無何ので、特にイベント消化のために100%ボランティアについての役割がとりわけ重要になっています。これまでは、ボランティアだから協力度合いを数的にとらえることなく出来上がりのみを見る習慣があって、人的な働きかけを数量で記録することなく活動を進めてきました。これだといつの間にか物事が出来上がっている、自然に出来ている状況です。この部分をしっかり数的に把握するとして、昨年から労務提供の記録に取り組んできましたが、なかなか改善できていません。協力はするけれども記帳や記録は随分苦手なもので、苦労しています。
燕のねぐら入り　
8月11日（日）近鉄向島駅　5時集合　24日に観察地の下見に深田理事長が出かけていただきました。
17回里山講演会　
8月31日（土）13時より　講師龍谷大学名誉教授　江南幸和氏　
植物に関心を持つ方大集合をお待ちしています。

